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今年も田植えの季節がやってきました！５月18日、新発田市の越後新鮮組
さんの田んぼ１haを借りて田植えが行われました！

園児たちが帰った後は、西潟さん、真下さんの出番。真下さんは「作業の大変さを感
じ、これまでと『いただきます』の気持ちが変わりました」とのこと。

まずは、小越さんが田植機に乗り込み一往復。「今日
の出来は？」の問いに、「満点。何と言っても心を込め
て植えました」と笑顔で答えてくれました。

続いて中井さんが２番手。自分が植えた苗を見て、
「基準（小越さん）が曲がってるから」と一言。また、
「私たちをみて、将来、農業をしたいと思ってくれると
うれしいですね」とありがたい言葉。園児たちの「がん
ばれ」の元気な声援に後押しされながらの作業でした。

午後からは、３月末に植えたじゃがいもの芽欠きと土寄せの作業。良いじゃがいもに
するためには地味だけど大切な作業との説明を受け、まずは芽欠き作業に挑戦。意外に
慎重な小越さん。スピーディな中井さん。個性が出るものです。料理上手な西潟さんは、
このじゃがいもを使って作るなら「ご飯と合う王道の肉じゃががいいかな」とのコメン
ト。楽しみです。
そして、管理機と手作業で株もとまで土寄せをして作業が終了。

５月とは思えない暑さとアイドルの大敵「強い日射し」を受けながらも、へこたれず
いい汗を流し園児たちからは笑顔と元気をもらえたようです。

今回は、田植え経験者の小越春花さんを筆頭に、初挑戦の中井りかさん、西潟茉莉奈
さん、真下華穂さんの４人が参加。ゲストに新発田市内の園児たち（あおばこども園38
人、あいこども園20人）を招き「食育特別授業」を行った後、園児たちが見守る中、作
業が行われました。

小越さん

小越さん

集合写真食育特別授業 西潟さん

中井さん 西潟さん 真下さん
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https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/being_sustainable/mieruka/mieruka.
html

道の駅あがのさんで取り組まれている、温室効果ガス削減の「見える化」
について、お話を伺いに行ってきました！

温室効果ガス削減の「見える化」の取組の詳細は以下のURL又は右のQRコードからご覧ください。

「道の駅あがの」の地球に優しい取組

～温室効果ガスを減らすおかいもの～

農業現場では、地球温暖化に配慮し、栽培方法を工夫した温室効果ガスを抑制する取
組が始まっていますが、消費者の方に伝わっていないのが現状です。
農林水産省では、こうした取組を分かりやすく伝えるため、温室効果ガスの削減率を

星の数で表示（見える化）し販売する実証事業に取り組んでいます。
道の駅あがのには、昨年度、北陸で唯一この実証に御協力いただきました。

駅長の坂井さんによれば、出荷農家からこの実
証事業を紹介され、農家の所得向上につながるし
阿賀野市の農業の未来を描くためにも有意義と考
え、取組を決めたとのこと。「道の駅という、い
ろんなお客様が訪れる場所で取り組んだことに意
味があったのではないか」とおっしゃっていまし
た。

なお、昨年度の「削減ラベル」の実証事業は終了しましたが、今後同様の取組を予定し
ています。ポスターやポップも掲示されており、道の駅内のおにぎりレストランでは、
温室効果ガス削減に取り組んだお米を引き続き使用しているそうです。

皆さんも、
「温室効果ガスを減らす

おかいもの」
をしてみませんか？

道の駅あがのさんでは、今年１月から３月まで、温
室効果ガス削減に取り組んで栽培したおコメに「温室
効果ガス削減ラベル」を貼って販売しました。
ラベルを貼ったものとないものを同じ価格で販売し

たところ、貼ったものがより多く売れ、中には５㎏袋
を６袋も買われたお客様もいたそうです。

売場でラベルの意味を尋ねられるなど、お客様の
関心が高かったとのこと。また、米全体の売上も増
えたとのことでした。

（温室効果ガス削減ラベル）
削減率５％以上で星１つ、10％以上で星２つ、20％以上で星３つ

駅長の坂井さん

https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/being_sustainable/mieruka/mieruka.html
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https://www.youtube.com/watch?v=atEx_czv-IU

BUZZMAFF 穂Click!から、4月号で紹介しました津南町での雪下にんじん
堀り競争の様子に密着した動画が公開されました！
大会古参の優勝候補チーム、スポーツ選手など、個性豊かな強豪が出場す

る中、「BUZZMAFF」チームは、穂Click!の２人と新潟県拠点のおじさん２
人で出場し、奮闘しました。
スタート地点からにんじん畑までの激走、およそ2mの雪を汗だくで掘り

進めていく穂Click!の2人、疲れて見守るおじさん、にんじんにたどり着いた
時の歓声、30分の激闘の様子をギュッと詰め込んでいます。
今回も明るく楽しい動画となっておりますので、ぜひご覧ください！

動画は以下のURL又は右のQRコードからご覧ください。

〇津南の雪下にんじんとは
津南町において、初冬から春にかけて３ヶ月間以上深い積雪下で栽培されるにんじんで

す。甘みや旨みの成分であるアスパラギンなどのアミノ酸や香り成分であるカリオフィレ
ンを豊富に含んでおり、マイルドな甘さと旨みを有し香りも良い。独特の甘みや旨みと
いった特性が評価され、出荷先の市場や量販店において、高価格で取引されています。
2019年６月に地理的表示(GI)の登録がされました。

https://www.youtube.com/watch?v=atEx_czv-IU


皆さんこんにちは。新潟県拠点の齊藤です。
今月の表紙のさくらんぼは、聖籠町の「天野さくらんぼ

狩り園」におじゃまして撮影してきました。広い畑に何種
類ものさくらんぼがありました。中にはハート形や黄色の
ものも。たくさんのさくらんぼがありましたが、これが１
週間程度で採りつくされるとは驚きです。
今月も最後まで読んでいただきありがとうございました。

北陸農政局新潟県拠点地方参事官室
〒９５１－８０３５ 新潟市中央区船場町２－３４３５－１
ＴＥＬ ０２５－２２８－５２１６
ホームページ https://www.maff.go.jp/hokuriku/nousei/niigata.html

北陸農政局新潟県拠点では、「現場と農政を結ぶ」業務を通じて、地域の皆様
にタイムリーに農政に関する情報をお伝えするとともに、農業現場の抱える課題
や農政に対する意見をきめ細かに汲み上げ、各種施策につなげていくこととして
います。
地域の農業者（地域の担い手や若手農業者、女性農業者など）の方の集まり等

で、「農業施策の〇〇について聞きたい。」といったご要望がございましたら、
直接伺ってご説明いたします。
ご遠慮なく、お気軽に下記へご連絡ください。

お問い合わせ

＜編集後記＞
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https://www.maff.go.jp/j/council/seisaku/kensho/16siryo.html

「中間取りまとめ」は以下のURL又は右のQRコードからご覧ください。

食料・農業・農村基本法は、1999年に制定した農政の基本理念や政策の方向性
を示す法律です。
しかしながら、制定から20年以上経過し、世界的な食料情勢の変化に伴う食料

安全保障上のリスクの高まりや、地球環境問題への対応、海外市場の拡大等、制
定時に想定しなかったような様々な課題が発生しています。
このような状況を踏まえ、基本法制定後初めての法改正に向けて、令和４年９

月に検証部会を設置し、現行基本法に基づく政策全般にわたる検証や今後20年程
度を見据えた課題の整理・施策の方向性について15回の議論を行ってきました。
この度、令和５年５月29日に、平時からの国民一人一人の食料安全保障などを

柱としたこれまでの議論の「中間取りまとめ」を公表しました。７月からは、地
方での意見交換会も行う予定であり、食料・農業・農村をとりまく情勢により即
した内容になるようご意見を聞いてまいります。

皆さんにも少しでも関心を持っていただきたいと思いますので、お
話させていただける機会があれば、お声かけください。

https://www.maff.go.jp/hokuriku/nousei/niigata.html
https://www.maff.go.jp/j/council/seisaku/kensho/16siryo.html

